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進
む　

都
市
機
能
の
整
備

他
都
市
と
の
相
互
交
流
の
始
ま
り

①
昭
和
40
年
代
に
入
る
と
、
彦
根
の
玄
関

口
で
あ
る
彦
根
駅
の
土
地
区
画
整
理

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
住
み
よ
い
ま

ち
「
彦
根
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
さ
ら

に
進
み
、
発
展
と
交
流
の
時
代
を
迎
え

ま
す
。

②
昭
和
47
年
に
は
、
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
５
階
建
て
の
市
役
所
庁
舎
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

③
歴
史
上
縁
が
深
い
高
松
市
と
の
姉
妹
城

都
市
の
提
携
お
よ
び
水
戸
市
・
佐
野
市

と
の
親
善
都
市
の
提
携
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
市（
ア

メ
リ
カ
）
と
の
姉
妹
都
市
の
提
携
を
行

い
、
国
内
外
の
相
互
交
流
が
始
ま
っ
た

の
も
昭
和
40
年
代
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、

平
成
３
年
に
は
湖
南
省
湘し

ょ
う

潭た
ん

市（
中
国
）

と
の
友
好
都
市
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

④
昭
和
54
年
に
は
、
市
立
図
書
館
が
本
町
か

ら
現
在
の
尾
末
町
に
移
転
し
ま
し
た
。
写

真
は
、
本
町
に
あ
っ
た
頃
の
外
観
で
す
。

⑤
今
で
は
日
本
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
た「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス

ト
」が
初
め
て
彦
根
市
の
松
原
水
泳
場
で

開
催
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
55
年
で
す
。

⑥
昭
和
56
年
に
は
滋
賀
県
で
国
民
体
育
大

会
、｢

び
わ
こ
国
体｣

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
彦
根
市
で
も
水
泳
や
軟
式
テ
ニ
ス

な
ど
の
競
技
の
会
場
と
な
り
、
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①

② ③

④

⑤ ⑥

成
長
・
飛
躍
、
協
働
・
連
携
の
新
し
い

時
代
、
そ
し
て
未
来
へ

①
昭
和
62
年
に
は
市
制
施
行
50
周
年
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

②
同
じ
く
昭
和
62
年
に
世
界
古
城
博
覧

会
を
開
催
し
、
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

③
平
成
５
年
か
ら
彦
根
城
天
守
の
「
平
成

の
大
修
理
」
が
実
施
さ
れ
、
再
び
白
亜

の
天
守
の
姿
が
見
え
た
の
は
、
平
成
９

年
で
し
た
。

④
平
成
19
年
に
は
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４

０
０
年
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕

生
し
た
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
は
現
在
彦
根

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
大
活
躍
し

て
い
ま
す
。

⑤
21
世
紀
に
入
り
、
福
祉
・
環
境
・
教

育
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
幅
広
い
分
野

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
活
動

さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
、市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と

な
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑥
平
成
21
年
に
は
、彦
根
市
と
愛
荘
町
・
豊

郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
が
湖
東
圏
域

で
の
人
口
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、「
湖

東
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

①

② ③

④

⑤ ⑥

伝統的な建造物や　　　　　　　　　
まちなみを残して欲しい　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
柿本　百

ゆ

合
り

香
か

さん　　　　　　　　　
　（中央中学校３年生）　　　　　　　　　

　
　生まれたときから彦根に住んでいます。絵を描くこ
とが好きです。写生大会の会場にもなる彦根城は見て
いると落ち着きます。特に春の桜が咲いている時期が
好きで、家族でお花見に行きます。彦根城などの伝統
的な建造物や城下町のまちなみを残して欲しいです。

　　　　　　　　　歴史や文化をもっと
　　　　　　　　　広げていけたらいい
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　曽

そ

我
が

　愛
なる

実
み

さん　　　　　　　
　　　　　　　　　（彦根東高校２年生）
　
　幼稚園のときに守山市から越してきました。高校の近
くに彦根城などがあるので、歴史や日本的なものに興
味を持つようになりました。天秤櫓

やぐら

で行われた甲
かっ

冑
ちゅう

展
にも行きました。多彩な魅力を持つ彦根の歴史・文化
を広める活動に東高生としても関わっていきたいです。

史跡が多い鳥居本や稲枝を　　　　　　　　　
盛り上げていければいい　　　　　　　　　

荒川　樹
いつき

さん　　　　　　　　　
　（滋賀県立大学２回生）　　　　　　　　　

　ずっと彦根に住んでいます。中学生の頃から市のボ
ランティアなどをしていましたが、地元の大学に入り、
改めて彦根や地域に関心を持つようになりました。佐
和山などに行く回数が増えました。史跡が多い鳥居本
や稲枝をもっと盛り上げていければいいですね。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
制

75
周
年
記
念
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

彦
根
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　　滋賀の伝統文化を広げて　
　　　　　　　　　笑顔が広がるまちに　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　山

やま

﨑
さき

　美
み

江
え

子
こ

さん

　　　　　　　　　　（清崎町）　　　　　
　
　江州音頭の普及活動をしています。滋賀県などの要
請で海外に行ったり、多くの海外の人を家に迎えたり
して、滋賀の伝統文化を紹介し国際交流をしています。
江州音頭を多くの人に知っていただき、皆さんに元気
を与えて、まちに笑顔が広がることを期待します。
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